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1 ．は じ めに

　チベ ッ ト高原 の 積雪が 周辺 ア ジ ア モ ン ス
ー

ン に果 た す役割 に関 しては 多 くの 統計的解析

や モ デ ル ・客観解析 デー
タに よ る診断 的研 究

が進 め られて い る。 しか し、実際の 陸面状態

に関 し て は、高山氷河域で の 観測結果が多く、

平 野部 にお け る陸面状態 の 報告 は 少 な い 。

　 CEOPIcnMPfllibetプ ロ ジ ェ ク トで は 、通

年の 陸面状態 の 把握 と衛星 推定ア ル ゴ リ ズ ム

の 検証 ・改 良を主 目的 と し て 、1998 年 に実施

され た GAME ！Tibetの 観測網 を再整備 し、高

原 の 南北断面 に沿 っ た 13 地点で 自動観測を

維 持 して い る。2004年 2月 に は短 期間 の 冬季

踏査 に よ り地表 面状態 と測器 の稼 動状況の 把

握 を行 っ た。本研究で は 、冬季踏査 に 基づ く

チ ベ
ッ ト高原の 冬季地表面 状態 の 特徴 を示 し

非モ ン ス
ー

ン 期 の 重要性 を指摘 す る。

3 ．積雪層の 特徴 と等価積 雪水量

　東経 92E に沿 っ た 南北に走 るチ ベ
ッ ト公 路

沿 19箇所 にて簡易気象観測 を実施 した 。冬季

も決 して
一様 な積雪 が あ るわ けで はな く、殆

どの 地点で 非積雪域 と積雪域が混在 した 。両

者 の バ ラ ン ス が顕熱 の 変動 に重要な働 きをも

た ら し て い る と考 え られ る。AWS 周辺 で は フ

ェ ン ス や機材の 影響 を受けた 顕著な吹 き溜ま

り が 見 られ た
。 残 雪 は 数 10cm と薄 く密度は

比 較的均
一

で 、 2・3層 の 過去 の 降雪 履歴 を残 し

て い る 。 強 い 温 度勾配 によ る コ シ モ ザ ラ メ 化

と地表面か らの 長波放射 の影響 を うけた構造

が 見 られ た 。 積雪被服率 を考慮 して 算出 した

積雪等価水量は 7mm とな り 、 積雪の 堆積環

境 （傾斜面 日射量や風 速に依存 し た着雪量お

よび再 分配 ）が等価水量 の 大小 を決 め る重要

な要 因 と考 え られ る 。

2 ．冬季 の 天 候 と降水

　冬季高原は 4500m と い う高地寒冷圏で あ

り なが ら晴天 が卓越 し、低緯度 の た め強 い 日

射 を受 け る特異 的な気候環 境を有す る 。

2003fO4 年 ll−2 月 の 積算降水量は 20・40mm

と なり量 こ そ少 な い が
、 降水イ ベ ン トは高原

中央部で 7−9 回程度 とな り、月に 数回 は積雪

が 発 生する 。 降水擾乱は
一

般に 西か ら到来す

る トラ フ に依存す る と考 え られ が ちで あるが 、

降水量そ の も の は中央一南東部 か ら ヒ マ ラヤ

にか け て 多く 、 冬季 もベ ン ガ ル 湾方 面か らの

水蒸気輸送が 降水に寄与す る こ とが示唆 され

る 。 AWS デー
タ によ る と 、 午後 に風速の 増加

と雲 の 発 生が卓越 し 、顕著 な顕熱加 熱が伺え

る。近年 10 年の 気象台デー
タで 見 る限 り、大

雪が報 告 され た年 が必 ず しも多降水年で はな

く、降水頻度お よび着雪の 状況 が
“

深い 雪
“

の

発 生を左 右す る可 能性が ある。

4 ．熱収支変動と昇華量の 推定

　積雪深変化 と ア ル ベ ドか ら推定 した被覆率

変化 か ら積 雪 等価水 量 の 減 少 分 を算 定 し、

AWS 周 辺 に捕捉 され た積雪 の 昇華量 を見積

も っ た と こ ろ 、 積雪期 間 中は O．5・lmm ／d の 値

を得た 。 熱収支 ボーエ ン 比 法に よる と 、 潜熱

は積雪の 発 生に対応 し た 増加 が 見 られ 、昇華

量は、厳冬期平均で O、04〜020mm 　day’1 と

見積 も られ た。地表 面 お よび 地 中温度 を測 定

す る と 、 数 m 範 囲内 で も裸地 ・草 地 ・積雪域

で 10 度近 い温度差が 見 られ る 。 積雪被覆率の

変動を定量的に把握 し、狭境 で混在す る積雪

・非積雪域を統合 した フ ラ ッ ク ス 算定と、衛

星 か ら評価 され る地表面温 度 （例 えば、奥、

石 川 、2003年 、秋 期気象学会） と の 対応 を明

らか に して い く作業が重要 とな る で あ ろ う。

※ 本 研 究 の 推 進 に あ た っ て は 、科 学 技 術 振 興 機 構

、GREST 研究費 を使用 し て お りま す。
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